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RI会長　ジョンF.ジャーム　テーマ「人類に奉仕するロータリー」
RI第2530地区ガバナー　佐久間 英一
福島南ロータリークラブ　会長　佐久間 功　幹事　横山 りつ子

目標「明るく、元気に広がる奉仕の輪」

2016-2017 年度　福島南ロータリークラブ会長

佐久間 功　会長会長挨拶

＜創立 46 周年記念夜間例会＞

会員スピーチ　武藤 正隆　会員

　本日は、福島ＲＣ、福島 21ＲＣからと米山奨学生のお客様をお迎えしての創立 46周年記念例会です。
福島南ＲＣは、1971年昭和 46年 3月 31日に 30名の会員で創立しました。当時日本には約 1,070
のクラブと約53,000人の会員がいたようです。以来今年で４６周年を迎えました。チャーターメンバー
２名の方とこれまでの諸先輩の方々の努力と絆で今日に至っております。現在は、74名の会員が在籍
していますが、クラブの歴史と伝統を踏まえながら、これからも職業奉仕を基本として明るく元気なク
ラブとして発展していくことが私たちの使命と考えます。会員の皆様のご理解とご支援をよろしくお願
いいたします。
　さて、日野皓正復興支援ライブまで間もなくです。創立 46周年を迎えた本年度のビックプログラム
と言えるのではないでしょうか。会員の皆様のお力でぜひ成功させましょう。

4 月5 日（水）のプログラム
12:30 1.開会点鐘

2.国家斉唱
3.ロータリーソング　「奉仕の理想」
4.４つのテストの唱和
5.来訪者紹介と会長挨拶
6.佐藤 佶 元会員スピーチ
7.大橋 廣治パストガバナー挨拶
8.誕生祝い
　・誕生日プレゼント　・誕生者一分間スピーチ
　・おめでとうシャワー　・記念撮影
9.お食事をどうぞ
　・ロータリーの友読みどころ
　・スマイリングBOXの報告
　・幹事報告
10．地区職業奉仕セミナー参加報告
11.新会員オリエンテーション参加報告
12.日野皓正復興ライブ報告
13.各委員会報告
14．閉会点鐘
例会終了後第11回理事会
　　　　　　　　PM1:40～

13:30

今後のプログラム
4月12日（水）　第37回例会（夜間例会）
 ・ 家族観桜会　PM6:30～サンパレス
4 月19日（水）　第38回例会
 ･ 米山奨学金授与　
 ・花野山児童支援事業報告　
 ・会員スピーチ(宍戸 清和 会員)
4 月19日（水）　第38回例会
　　･ 米山奨学金授与
　　・花野山児童支援事業報告
　　・会員スピーチ(宍戸 清和 会員)
4月26日　(水 )　第39回例会　
　　・福島南RCゴルフコンペ報告　
　　・会員スピーチ
　　  (國井 元 会員・海老根 潤 会員)

地区情報・第一分区・関連情報
4月 9日(土 )
 地区正副リーダー会議
4月11日(日)
 KRG親善ゴルフコンペ(東京ゴルフクラブ)
4月12日(水 )
 東京麹町RC飯舘村図書贈呈式(PM3:00)
4月14日(金 )
 第7回会長幹事会(二本松)
4月15日(土 )
 第一分区幹事セミナー(辰巳屋)
4月16日(日)
 花野山児童支援事業
4月19日(土 )
 パスト会長会

　私は昭和 19 年 12 月 11 日生まれで、 当年 72 歳になりました。私が司法試験に合格するまでの苦労話をし
たいと思います。
　私は千葉県館山市で生まれました。父は、 海軍兵学校航空隊の少佐で、 国内防衛任務に就き、 東京空襲に備

え、 館山で航空隊を指揮しているときに、 私が生まれたことになる。生まれて直ぐに翌年の8月15日には、 敗戦となりました。マッカーサー
の占領政策による職業軍人の公職追放政策により、 公務に就け なくなったが、 頑張りすぎもあり、 肺結核を患い、 片肺を失って、 故郷の岩
代町小浜の実家で療養生活を強いられました。 母と妹と弟は、 生計のため、 母の実家の世話を受けるために島根県松江市に移動し、 私は母
と別々の生活となった。
　母は、 京都女子大学の時に教員免許を持っていたので、 小浜中学校教員とし て採用され、町の教員住宅に住めるようになり、 父母と子供
ら 3人は同居するようになった。
　父は、社会教員主事の資格を取得し、 福島市に次いで岩代町小浜に県内第 2番目の早さで公民館を建て、 公民館活動に精出した。 公民館
活動の目的は、 民主 的活動によって住民を育てる活動であったことから、 婦人学級、 老人会、 育年 部活動、料理教室、 卓球場、 柔道場、 書
道、 囲碁将棋クラブ等、 講演会等活発 であった。 宿直職員はなく、 父が毎日宿直して公民館活動をし、 私は父の宿直 によく公民館に泊ま
り、 卓球をするのが楽しみであった。
　私は、 卓球が大好きで、安達高等学校 3年まで卓球部で練習をしました。 今、考えると卓球レベルは高い学校ではなかったので、 一流選
手になれなかった。 高校 2年の中ごろ、 「父がお前は大学に行く気はないのか」と言われ、 「大学に行ってもいいのか？」と尋ねると、 父は
困った顔をしていたが、 私は「国立大学で 7科目は無理だから、3科目の私大でよいか？」と聞くと、再び父は困った顔をしていましたが、 
日本大学法学部法律学科に合格しました。
　私が親不孝を悔いたのは、 前期授業料が 9万円、 後期授業料が 9万円、 東京下宿等食要の仕送り等を考えると、 ゾットする思いでした。 
妹と弟が大学に入れるのかと心配でした。ある時、 大学の掲示板を見ると、1年生の成績優秀な者は、 特待生となって授業料は免除すると
あり、 当然受けることにしました。 幸い、 2 年生、 3 年生と特 待生にとなり、 法学部法律学科 1800 名の中で、 特待生に選抜され、 初めて親
孝行したと思いました。 この特待生に選抜されたことと優等賞で卒業したことで自信がつき、 司法試験を目指すようになったのです。司法
試験は、 短答式、 論文式、 口述試験があり、 全国希望者 3万人余名の出願で短答式合格者 3500 名が残り、論文試験を受けられ、論文で約
600 名が合格し、口述試験では 100 名が落とされ、 500 名が合格するという試験でした。
　私は 28 歳で合格しましたが、 合格者平均年齢は 28 歳代ということですから、 平均的合格年齢ということになります。
　論文合格は成績順位が知らされますが、 私は 600 名中の 52 番でした。 1～99 番までの二桁合格と、 100～600 の三桁合格に分けて、二桁
合格者は受験者仲間では一目置かれる順位として、 評価し合っていました。 難関試験の浪人で、 親に苦労をかけましたが、 合格した事を母
に電話すると、 母が泣いて喜んでいた声を今でも思い出されます。 父親が喜んだことは勿論でした。

創立 46 周年記念例会記念撮影
古希・還暦のお祝い　おめでとうございます
古希　野地 利雄 会員　還暦　松﨑 弘昭 会員

杉妻小学校への図書寄贈について
　福島市の予算の他に、毎年福島南 RC様から図書を寄贈して頂いてます。今年度は 64 冊の本を寄贈していただきました。ありがとう
ございました。というメッセージを杉妻小学校より頂きました。


